
【【上流上流】】資源･部品投入での温暖化ガス削減資源･部品投入での温暖化ガス削減

■省資源：部品投入の環境負荷の削減■省資源：部品投入の環境負荷の削減
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※上記ＣＯ２排出量はそれぞれの一世代での素材投入か
ら製品製造までの環境負荷算出結果によるもの
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【【リコーリコーGG】】事業所から発生する温暖化ガス事業所から発生する温暖化ガス

CO2以外の温暖化ガスCO2
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動脈・静脈物流を一体化した循環型ロジスティクス（日本）動脈・静脈物流を一体化した循環型ロジスティクス（日本）
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事業所の省エネ・温暖化防止
CO２

排

出

総

量

生産プロセスの革新

高効率設備の導入

新たな生産プロセスの創造、
生産ラインの省スペース化、啓発活動

コージェネレーションシステムなどの導入、
空調、照明の更新

12
％
削
減

自然エネルギーの導入
風力、太陽光、
バイオマスなどの導入
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35.2 33.8リコー排出総量の推移

リコー売上高原単位

リコー実質生産高原単位推移

業界実質生産高原単位推移
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目標必達のためのＣＤＭ目標必達のためのＣＤＭ

ＣＯ２排出量(t)
ＣＤＭの役割は想定以上の事業成長や電力原単位の増加等への補填策
生産プロセス革新などの経済効率・環境効率の向上策が重要。

500,000
電力換算係数アップの
リスクに応じた増加量
(約76,000t)

ＣＤＭによる対応ＣＤＭによる対応

年率7.9％成長
約279,000ｔ
5858％増（％増（9090年比）年比）

400,000
約 355,000 t

合計 約 138,000ｔ
対策を講じなかった
ときの排出予測値300,000

約62,000ｔ約 220,000 t

計76,000t
年率4％成長
約217,000ｔ
2323％増（％増（9090年比）年比）

200,000

176,899t
155,671t164,730ｔ

約61,000ｔ 自主努力で削減 (4％成長まで）

リコーグループ
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90年度比

12%減

100,000

155,671t
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